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住
み
わ
び
ぬ
わ
が
身
投
げ
て
む
津
の
国
の
生
田
の
川
は
名
の
み
な
り
け
り

う
ば
ら
お
の
こ
ち
ぬ
の
お
の
こ

菟
原
男
と
茅
淳
男
に
求
愛
さ
れ
て
、
花
を
手
折
る
心
の
悲
し
み
に
、
愛
の
美
し
さ
と、ワ

乙
女
心
の
胸
う
っ
苦
し
み
。
射
ら
れ
た
白
鳥
の
後
を
追
っ
て
生
田
の
川
に
入
水
す
る
寺
免

な
い
お
と
め

名
負
乙
女
。
四
月
一
一
十
八
日
、
神
戸
新
聞
創
刊
七
○
周
年
記
念
創
作
バ
レ
エ
・
洋
舞
合

同
特
別
公
演
で
の
〃
灘
五
郷
酒
造
り
唄
“
の
二
場
で
、
あ
で
や
か
な
古
代
衣
裳
で
乙
女

を
舞
っ
た
英
保
富
美
子
さ
ん
は
二
人
の
男
に
愛
さ
れ
た
喜
び
と
苦
し
み
を
適
確
に
優
雅

に
表
現
し
た
。

英
保
さ
ん
は
、
兵
庫
生
ま
れ
。
湊
川
高
校
か
ら
証
券
会
社
へ
つ
と
め
る
０
．
Ｌ
・
小

学
校
三
年
生
の
時
、
友
達
と
一
緒
に
大
沢
範
子
舞
踊
研
究
所
へ
。
食
べ
る
こ
と
と
、
寝

る
こ
と
と
、
バ
レ
エ
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
、
と
い
う
神
戸
っ
子
で
あ
る
。

写
真
は
い
ず
れ
も
灘
公
会
堂
で
の
練
習
風
景
。
左
は
菟
原
男
の
覚
心
裕
嗣
さ
ん
。
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〉
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F 月

毎
_ トノ 百 ＩＰＥ

ﾄﾞ

田崎真珠。美の伝統自然の神秘はﾀ ｻ ｷ ﾊ ﾟ ｰ ﾙ の輝きです
本社。神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
ﾊ ﾟ ｰ ﾙ ﾌ ｱ ｰ ﾑ 神戸・神戸市灘区六甲台町２４
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
バールファーム・溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店・ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内

…の真珠蘇貢維層纏懸③
☆田崎真珠六甲台工場に新しくショールーム
田崎パールファーム神戸が誕生しました。
工場見学や、真珠が出来るまでの映画も用意
しています。会社、団体の皆さまのご利用を
お待ちしています。ＴＥＬ〈8 6 ＞１４４５～６
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に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ゆ
く
．
三
宮
の
中
心
部
か
ら
セ
ン

計
、
評
価
、
管
理
の
作
業
を
、
建
築
係
九
人
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
団
結
の
も
と
に
、

進
係
長
の
率
い
る
神
戸
市
都
市
計
画
局
再
開
発
課
建
築
係
の
八
人
の
若
者
で
あ
る
。

見
て
は
登
山
も
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
る
．
独
身
。

三
宮
市
街
地
改
造
へ
と
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

タ
ー
街
に
建
築
音
の

プ
ラ
ン
ナ
ー
た
る
｝

ら
神
戸
市
役
所
へ
。
直
ち
に
大
橋
地
区
市
街
地
改
造
事
業
に
参
加
。
現
在
は
、
設

地
上
十
数
階
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
中
身
を
、
街
の
機
能
を
総
合
的
に
検
討
す
る

こ
と
か
ら
決
め
る
の
が
、
白
国
さ
ん
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
な
く
、

神
戸
の
街
の
顔
は
日
々

白
国
高
弘
氏
（
鯛
才
）
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
神
戸
大
学
工
学
部
建
築
科
か

『~ 司
神

､

）
と
が
社
会
的
使
命
感
で
あ
る
、
と
い
う
白
国
さ
ん
は
、
暇
を

｜
弓
子
牢
ｌ
昌
高
弘
霊
窯

こ
だ
ま
す
る
日
も
ま
も
な
く
。
そ
れ
を
支
え
る
の
が
西
村
賢

鍵鍵灘J＝

罷濯
LJi蕊謹製=雪雲宝

左
は
、
市
役
所
屋
上
に
て
、
下
は
、
図
面
に
向
う
白
国
氏

勝
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☆

☆

脚

六甲展望台を背景に高さ８ｍの時
計台。日に６回、凌雲台にチャ
ムが鳴り響く。神戸の新たな名
の誕生となるであろう。

コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ
☆
六
甲
凌
雲
台
に
時
計
台
完
成

ミス神戸、ボーイスカウトも参加
してのはなやかな除幕式風景。
〈ひよどりの塔＞の文字がくっき
りと、集う人々の幸を願っている

蕊

▼

霧
・
獅
珂
遼
趨
錘
鰯
輝
鰐
癖
謙
鰯
識
蝿
蛎
誇
鍛
い

写真下は、稲垣哲也会長から神戸
市へ時計台目録贈呈

〈
伸
び
よ
若
木
よ
す
こ
や
か
に
〉
の
意
気

高
ら
か
に
、
桜
花
新
緑
入
り
混
じ
る
六
甲

山
凌
雲
台
に
時
計
台
完
成
。
四
月
七
日
、

神
戸
六
甲
ラ
イ
オ
ン
ズ
五
周
年
記
念
事
業

で
の
除
幕
式
挙
行
。
昨
年
七
月
に
計
画
。

名
称
を
募
集
し
て
〃
ひ
よ
ど
り
の
塔
″
と

決
定
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
精
神
の
告
げ

る
チ
ャ
イ
ム
の
音
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
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■
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６
月
号
目
次
●

こ
れ
は
神
一
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す
。
あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る
。

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ
、
こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す
。

７ ３１ 表
紙

こ
う
べ
・
ろ
ま
ん
⑥
／
神
戸
の
寺

文
・
陳
舜
臣
カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
／
米
出
定
蔵

レ
イ
ア
ウ
ト
・
カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

小
磯
恵
．
平

⑩
①
８
口
ｇ
ｏ
ｏ
ぐ
角
／
津
高
和
一

印

サ
ン
テ
レ
ビ
特
集
①
神
戸
っ
子
対
談
／
田
中
寛
次
・
牛
尾
吉
朗

神
戸
カ
ー
ー
ー
バ
ル
参
加
奮
戦
記
／
編
集
部

新
連
載
マ
ン
ガ
／
傘
①
岡
田
淳

神
戸
の
ア
ー
バ
ソ
デ
ザ
イ
ン
／
水
谷
頴
介
十

あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
／
Ａ
・
Ｃ
．
Ｃ
・
Ｋ

随
想
／
須
磨
琴
・
黒
部
亨

随
想
／
神
戸
と
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
新
谷
秀
雄

経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ

技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

需
○
閃
弓
耐
○
○
侭
／
福
富
芳
美

Ｑ
需
三
ァ
⑳
／
淀
川
長
治

動
物
園
飼
育
日
記
⑳
／
亀
井
一
成

神
戸
の
集
い
か
ら
／
さ
る
の
市

神
戸
百
店
会
だ
よ
り
／
シ
ョ
ッ
プ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
連
載
マ
ン
ガ
／
傘
①
岡
田
淳

神
戸
っ
子
》
ｇ
／
撮
影
Ｉ
奈
良
勝
彦

⑪
英
保
富
美
子
⑫
白
国
高
弘

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

神
戸
カ
ー
一
一
・
ハ
ル
グ
ラ
ビ
ヤ
特
集
／
米
田
定
蔵

サ
ン
テ
レ
ビ
特
集
②
座
談
会
／
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
誕
生
か
ら

長
谷
正
行
・
竹
中
郁
・
足
立
巻
一
他

サ
ン
テ
レ
ビ
特
集
③
ア
ン
ケ
ー
ト

リ
ラ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑥
海
の
女
王
・
き
く
人
向
井
修
二

神
戸
遊
戯
誌
⑱
・
ハ
レ
ー
ポ
ー
ル
〈
２
〉
青
木
孟
雄

袖
戸
う
ま
い
も
ん
巡
礼
⑰
最
終
回
／
赤
尾
兜
子

マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
⑥
／
小
島
阿
似
子
さ
ん
・
竹
田
洋
太
郎

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計

連
載
読
物
第
９
回
・
非
悪
童
物
語
／
足
立
巻
一

連
載
小
説
／
兵
庫
の
女
八
一
一
八
回
Ｖ
武
田
繁
太
郎

神
戸
っ
子
酒
祭
り
☆
灘
の
酒
ワ
ン
ダ
フ
ル
／
、

⑪
英
保
富
美
子
⑫
白
国
高
弘

あ
る
集
い
／
Ａ
・
Ｃ
．
Ｃ
・
Ｋ

・
コ
ウ
ペ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
六
甲
山
頂
時
計
台
完
成

わ
た
し
の
意
見
／
大
塚
寅
雄

・
随
想
四
題
／
若
も
の
の
祭
り
・
芸
術
家
の
祭
り
・
貝
原
六
一

サ
ン
テ
レ
ビ
を
自
分
た
ち
の
テ
レ
ビ
に
・
関
口
寿
一

岐
近
の
神
戸
・
小
黒
淑
江

文
句
を
い
い
た
い
神
戸
・
片
桐
ユ
ズ
ル
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大塚寅雄
< 高速神戸駅長〉

１
３

Ｉ
神
戸
高
速
鉄
道
が
開
通
し
て
、
ご
感
想
健
い
か
が
で
す
か
？

「
乗
客
の
苦
情
が
多
い
で
す
ね
。
『
便
利
に
な
り
ま
す
よ
』
と
い

う
Ｐ
Ｒ
で
開
通
し
た
の
が
、
い
ざ
使
用
し
て
承
る
と
、
乗
り
替
え

で
時
間
が
か
か
る
上
、
高
速
神
戸
駅
は
阪
神
五
両
、
阪
急
六
両
の

ぶ
ち
あ
け
で
、
ホ
ー
ム
が
混
雑
し
ま
す
の
で
ね
。
夕
方
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
は
、
ど
う
し
て
も
積
み
残
し
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
遠
方
か
ら
お
乗
り
に
な
る
お
客
さ
ま
は
、
三
十
分
に
一

本
は
乗
り
替
え
な
し
の
電
車
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
選
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
い
ず
れ
、
四
社
私
鉄
の
時
間
調
整
が
行

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
何
と
い
っ
て
も
、
電
車
を
持
た
な

い
神
戸
高
速
の
弱
味
で
す
ね
。
し
か
も
、
こ
の
駅
は
ち
ょ
う
ど
、
扇

の
か
な
め
の
位
置
に
あ
り
ま
す
の
で
、
苦
し
い
立
場
で
も
あ
り
、

ま
た
逆
に
、
こ
れ
か
ら
伸
び
て
ゆ
く
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る

の
で
す
。
将
来
の
私
鉄
と
し
て
の
生
命
が
、
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か

と
い
う
雄
大
な
夢
の
一
つ
を
、
神
戸
高
速
鉄
道
が
実
現
し
、
そ
の

材
料
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
大
い
に
ス
ピ
ー
ド
、
快
適

安
全
、
短
時
間
、
経
済
的
に
と
い
う
私
鉄
の
よ
さ
を
見
せ
、
そ
の

条
件
を
承
た
す
足
が
か
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
日
が
浅
く
、
商
売
人
と
し
て
の
意
地
が
で
て
い
な
い
と

い
う
か
、
や
は
り
、
や
る
こ
と
が
素
直
な
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら

お
客
さ
ま
は
、
怒
ら
な
い
で
、
客
観
的
に
み
て
ど
う
だ
と
い
う
風

に
、
苦
情
と
し
て
教
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
不
慣
れ
の
た
め
、
私

た
ち
が
、
い
た
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
。

駅
員
も
新
卒
者
が
多
く
、
真
面
目
で
す
し
、
高
速
の
初
代
の
人

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
い
環
境
の
中
で
、
今
の
ま
ま
純
粋
に
、

素
直
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
お
客
さ
ま
は
、

言
葉
使
い
な
ど
、
上
手
に
苦
情
を
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
み
ん

な
で
暖
か
く
育
て
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
こ
の
駅
の
特
徴
は
、
幅
八
ｍ
、
長
さ
二
六
○
ｍ
の
ホ

ー
ム
に
一
本
も
柱
が
な
い
こ
と
と
、
移
動
マ
イ
ク
で
す
。
ま
た
、

目
下
、
建
設
中
の
商
店
街
が
新
開
地
ま
で
一
○
○
○
ｍ
ほ
ど
続
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
駅
と
し
て
は
、
人
事
面
、
物
質

面
で
も
、
愛
さ
れ
る
鉄
道
と
し
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
」

伸びゆく私鉄の
夢を生かそう

の意見

読
一
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フ
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丹
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へ
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譲
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こ
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ご
っ
だ

拳
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ま
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お
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子
づ
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・
年

ご
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国
際
会
館
の
小
寺
さ
ん
が
、

段
階
に
入
っ
た
が
、
結
局
は
、

古
女
房
の
港
の
ま
つ
り
よ
り
は
、
若
い
に
タ
ッ
チ
し
た
も
の
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
関
心
を
抱
か
せ
た
と
、
思
っ
て
い
る
。

推
理
作
家
の
陳
さ
ん
が
運
営
を
考
え
る
見
事
な
成
功
ぶ
り
に
ボ
ク
た
ち
は
多
く
た
い
す
る
、
思
わ
ぬ
豊
鏡
さ
を
物
語
っ

あ
っ
て
か
わ
い
い
の
は
当
然
だ
」
と
、

貝
原
六
一

も
の
を
」
と
、
性
格
づ
け
て
ゆ
く
。
今
度
の
カ
ー
一
一
・
ハ
ル
で
、
更
に
強
く
感
ル
を
生
ん
だ
神
戸
の
土
地
に
し
か
出
来

な
が
続
き
の
す
る
も
の
に
し
た
い
」
と
っ
た
が
、
ブ
タ
を
開
け
て
み
て
、
そ
の
れ
た
、
こ
の
神
戸
の
土
地
の
、
文
化
に

を
、
運
営
委
員
長
の
一
一
》
宮
地
下
街
Ｋ
Ｋ
と
も
あ
っ
て
、
二
回
目
の
カ
ー
ニ
バ
ル
ド
参
加
の
八
場
Ｖ
が
見
ら
れ
た

と
え
て
み
る
と
、
港
の
ま
つ
り
は
本
妻
の
爪
中
さ
ん
の
言
葉
そ
の
ま
ま
の
状
態
は
お
祭
り
を
見
物
す
る
人
を
も
含
め
て

芸
術
家
の
祭
り

若
も
の
の
祭
り

カ
ー
ー
ー
バ
ル
と
港
の
ま
つ
り
の
違
い
の
開
港
百
年
祭
の
前
夜
祭
で
あ
っ
た
こ
家
、
美
術
愛
好
家
の
各
集
川
の
。
ハ
レ
ー

二
号
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
方
が
、
魅
力
が
に
突
入
し
た
？

カ
ー
ー
ー
バ
ル
は
二
号
の
よ
う
な
っ
も
の
。

で
、
ボ
ク
た
ち
の
カ
ー
ー
ー
バ
ル
の
運
営
の
こ
と
だ
が
、
芸
術
に
た
い
し
て
深
い

と
、
婦
人
会
の
土
井
さ
ん
は
、

の
森
垣
さ
ん
は
い
い
、

の
ま
つ
り
の
よ
う
な
楽
し
く
感
銘
あ
る
そ
し
て
そ
れ
以
外
に
ボ
ク
た
ち
が
、
参
加
に
よ
る
祭
り
は
、
こ
の
カ
ー
一
一
、
〈

一
一
バ
ル
は
カ
ー
ー
ー
バ
ル
だ
。
そ
れ
を
た
込
ん
で
」
と
い
う
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
お
祭
り
に
参
加
し
た
人
た
ち
に
、
こ
れ

（
行
動
美
術
画
家
）

「
港
の
ま
つ
り
は
港
の
ま
つ
り
、
カ
ー
「
ま
ず
自
分
か
ら
楽
し
ゑ
の
中
に
入
り
プ
ー
ー
ン
グ
な
の
だ
と
い
う
理
屈
以
前
に

「
出
来
る
だ
け
費
用
を
か
け
な
い
で
、
う
か
ど
う
か
、
心
配
さ
れ
る
向
き
も
あ
情
の
交
流
は
、
文
化
不
毛
の
地
と
い
わ

「
か
つ
て
幼
な
か
っ
た
時
受
け
た
、
港
り
の
本
体
を
、
強
く
感
じ
と
っ
た
。

随
想

四
題
、

子
供
の
、
そ
し
て
若
も
の
の
祭
り
で
あ

が
参
加
し
た
祭
り
は
な
か
っ
た
と
思
う

な
る
よ
う
な
も
の
に
」
と
更
に
希
望
を
と
で
は
な
い
か
と
思
う
し
、
ま
た
、
前

り
か
え
っ
て
見
た
時
、
強
い
思
い
出
と
て
も
、
全
国
的
に
み
て
は
じ
め
て
の
こ

ば
果
し
て
前
回
ほ
ど
成
功
す
る
だ
ろ
一
般
市
民
と
そ
れ
ら
芸
術
家
と
の
感

の
べ
て
、
カ
ー
ニ
バ
ル
は
そ
の
準
備
の
衛
的
な
芸
術
家
に
よ
る
前
夜
祭
の
〈
プ

の
市
民
の
人
た
ち
が
渇
望
し
て
い
た
祭
て
い
る
よ
う
に
ボ
ク
に
は
思
え
た
。

一
‐
よ
そ
の
土
地
に
行
っ
て
、
神
戸
を
ふ
壁
画
。
こ
れ
一
つ
だ
け
取
り
あ
げ
て
み

一
回
目
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
市
主
催
術
団
体
は
じ
め
、
舞
踊
家
、
商
業
美
術

Ⅲ
糊
口
り
る
と
い
う
こ
と
と
、
絵
描
き
の
ボ
ク
ら

、
一
〈
か
ら
見
る
と
、
芸
術
家
の
祭
り
で
も
あ

§QにAJL

そ
し
て
こ
う
し
た
多
く
の
芸
術
家
の

１
５

１

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

じ
た
こ
と
は
、
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、

い
う
よ
り
も
全
国
の
祭
り
の
中
に
、
こ

の
絵
画
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
カ
ー
ニ
バ
ル

の
カ
ー
ー
ー
バ
ル
ほ
ど
、
多
く
の
芸
術
家

ニ
ン
グ
な
ど
、
お
祭
り
自
体
が
既
に
〈

各
美
術
団
体
や
、
学
生
や
一
般
市
民

か
つ
て
今
ま
で
の
神
戸
の
祭
に
、
と

ま
た
、
。
〈
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
各
美
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神
戸
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
二
十
五

年
。
ま
だ
一
度
も
外
に
出
た
こ
と
の
な

い
私
に
は
、
山
に
近
く
、
海
に
近
い
と
い

サ
ン
テ
レ
ビ
を

自
分
た
ち
の
テ
レ
ビ
に

関
口
寿
一

（
サ
ソ
テ
レ
ビ
代
表
専
務
取
締
役
）

僕
が
新
聞
記
者
に
な
り
た
て
、
昭
和

十
年
だ
っ
た
ろ
う
、
満
州
の
首
都
新
京

（
現
在
の
長
春
）
に
赴
任
し
た
と
き
の

こ
と
。
煤
煙
と
夕
闇
の
十
一
月
路
端
に

中
国
人
の
屍
が
放
り
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
大
変
な
ニ
ュ
ー
ス
だ
と
僕
は
反

射
的
に
考
え
た
が
、
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
阿
片
隠
者
の
数

は
お
び
た
だ
し
く
、
阿
片
が
買
え
ず
に

死
亡
す
る
こ
と
は
日
常
普
通
の
出
来
事

だ
っ
た
の
だ
。
人
が
路
傍
に
死
ん
で
い

て
誰
も
不
思
議
に
感
じ
な
い
と
い
う
世

の
中
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
世
相
を
背
景

に
戦
争
は
中
閏
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
、

そ
し
て
太
平
洋
全
域
に
拡
大
さ
れ
て
い

っ
た
。
当
時
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
路

傍
の
屍
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り
上

げ
な
か
っ
た
こ
と
が
戦
争
へ
つ
な
が
っ

た
と
い
う
の
は
い
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

「
人
間
が
犬
を
か
め
ば
ニ
ュ
ー
ス
だ

が
犬
が
人
間
に
か
み
つ
い
た
の
で
は
ニ

ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
」
と
は
よ
く
い
わ

れ
る
こ
と
だ
し
、
僕
も
馳
け
出
し
時
代

よ
く
先
輩
か
ら
い
わ
れ
た
も
の
だ
。
現

代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
も
ち
ろ
ん
往

年
の
悪
夢
か
ら
醒
め
、
新
し
い
感
覚
で

ぬ
こ
と
だ
と
痛
切
に
思
う
。

表
現
の
自
由
を
守
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
し
か
し
犬
問
答
に
あ
る
よ

う
な
奇
を
追
う
自
由
？
を
求
め
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
。
髪

を
き
れ
い
に
分
け
、
ハ
ン
カ
チ
を
胸
に

い
か
に
も
賢
し
こ
げ
な
子
供
が
戦
争
と

平
和
を
、
憲
法
問
題
を
、
エ
ン
プ
ラ
入

港
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
文
句
で

立
板
に
水
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
っ
て
い

る
。
そ
の
表
現
な
り
、
物
ご
し
は
子
供

ら
し
い
と
い
え
ば
子
供
ら
し
い
が
、
い

わ
ゆ
る
〃
幼
稚
さ
″
の
子
供
ら
し
さ
で

あ
る
。
本
来
の
子
供
が
持
っ
て
い
る
神

の
よ
う
な
無
邪
気
さ
な
ど
と
い
う
も
の

は
ど
こ
を
探
し
て
も
見
当
ら
な
い
。
ま

た
あ
る
風
景
。
美
容
院
か
ら
抜
け
出
た

よ
う
な
奥
様
連
の
集
り
、
そ
し
て
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
奥
さ
ん
方
の

日
ご
ろ
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
さ
そ
う

な
カ
ッ
コ
い
い
話
ば
か
り
。
何
故
日
常

あ
り
の
ま
ま
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
再
生
で

き
な
い
の
か
・
し
て
は
い
け
な
い
の
か
。

世
間
一
般
の
子
供
た
ち
、
奥
さ
ん
た

ち
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
よ
う
だ
っ
た
ら
い

や
は
や
何
と
も
や
り
切
れ
な
い
と
思
う

の
は
僕
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が

幸
い
な
こ
と
に
現
実
の
世
の
中
に
は
ど

こ
か
間
が
抜
け
て
い
る
よ
う
で
ほ
ん
と

は
ぬ
け
て
い
な
い
実
用
奥
さ
ん
。
立
派

な
お
も
ち
ゃ
を
放
り
出
し
て
、
そ
こ
ら

の
空
か
ん
、
空
び
ん
で
遊
ん
で
い
る
い

わ
ゆ
る
〃
い
た
ず
ら
っ
子
″
も
お
る
の

だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
大
部
分
で
あ

最
近
の
神
戸

る
。
特
異
な
も
の
を
ね
ら
う
の
も
い

い
ｏ
が
、
こ
れ
を
与
え
ら
れ
る
一
般
の
視

聴
者
が
は
た
し
て
特
異
な
も
の
と
受
取

っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
「
あ
た
し
も
あ

の
奥
様
の
よ
う
に
」
と
テ
レ
ビ
を
見
た

奥
さ
ん
を
教
育
マ
マ
に
追
い
や
り
は
し

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ド
ロ
ン
コ
の

坊
や
を
青
白
い
頭
で
っ
か
ち
に
育
て
て

い
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

奇
を
て
ら
う
マ
ス
コ
ミ
の
罪
は
制
作

者
の
意
図
に
反
し
て
思
わ
ぬ
方
に
ひ
ん

ま
げ
ら
れ
て
い
く
。
僕
は
新
し
い
県
域

テ
レ
ビ
を
ほ
ん
と
う
に
県
民
全
体
の
た

め
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
平
凡
な
そ

の
日
、
そ
の
場
の
動
き
を
在
り
の
ま
ま

に
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
再
現
し
、
そ
の
中
か

ら
明
日
へ
の
道
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
掴
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
県
全
域
が
ス
タ
ジ
オ
で
、
県
民
全

部
が
タ
レ
ン
ト
、
そ
し
て
県
民
全
部
が

ス
ポ
ン
サ
ー
。
名
実
と
も
に
サ
ン
テ
レ

ビ
を
自
分
た
ち
の
テ
レ
ビ
と
し
て
育
て

る
こ
と
が
冒
頭
に
書
い
た
戦
争
へ
の
道

の
誤
ち
を
繰
り
返
え
さ
な
い
こ
と
に
も

通
ず
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

小
黒
淑
江

（
彫
刻
家
）
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う
地
形
と
、
季
節
の
変
化
に
楽
し
い
町

気
に
い
っ
て
い
る
町
と
し
て
満
足
し
て

い
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
最
近
は
仕
事

の
性
質
上
、
町
全
体
の
動
き
、
型
等
が

と
て
も
気
に
な
り
は
じ
め
た
よ
う
で
あ

る
。
子
供
の
頃
よ
く
遊
ん
で
い
た
川
の

流
れ
も
少
な
く
な
り
、
散
歩
の
出
来
る

山
道
も
次
第
に
車
が
ふ
え
、
目
の
前
に

広
が
っ
て
い
る
海
も
、
泳
ぐ
に
は
適
さ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
道
路
に
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
穴
が
あ
き
、
信
号
が

目
を
動
か
し
、
思
う
よ
う
に
、
思
う
時

に
歩
か
せ
て
く
れ
な
い
。
中
心
地
は
、

工
事
の
騒
音
、
車
の
騒
音
と
、
最
近
急

に
忙
し
く
動
き
は
じ
め
た
神
戸
。
今
ま

で
の
神
戸
は
、
静
か
で
、
ハ
イ
カ
ラ
で

散
歩
を
す
る
の
に
と
て
も
い
い
町
。

そ
れ
だ
け
で
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
や
は
り
セ
ン
ス
の
い
い
町
と
い

う
に
は
、
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る

最
近
の
神
戸
。
活
発
な
動
き
の
反
面
、

適
度
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
の
上
に
腰
を
お

ろ
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
、
ほ
し
く

な
い
み
た
い
な
町
。
若
い
力
を
引
き
つ

け
、
育
て
る
強
い
も
の
が
ほ
し
い
町
。

い
い
造
形
物
の
ま
っ
た
く
な
い
町
。

し
か
し
、
都
市
計
画
の
上
に
お
い
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
セ
ン
ス
の
よ
さ
を
い

か
せ
ば
、
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
目

や
心
を
楽
し
ま
せ
る
造
形
物
に
出
会

い
、
歩
く
こ
と
だ
け
で
楽
し
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
町
に
な
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
町
。

神
戸
の
木
は
あ
ま
り
す
き
で
な
い
。

六
甲
川
は
マ
ツ
が
多
い
よ
う
だ
が
、
マ

ツ
は
一
年
中
お
な
じ
色
で
お
も
し
ろ
く

な
い
。
ぼ
く
が
う
ま
れ
て
そ
だ
っ
た
の

は
関
東
の
む
さ
し
野
だ
が
、
ケ
ヤ
キ
の

こ
ず
え
が
黒
ず
む
の
を
み
て
、
も
う
春

が
ち
か
い
、
と
お
も
う
よ
う
な
こ
と

が
、
神
戸
で
は
な
い
。
お
な
じ
こ
と
が

文
句
を
い
い
た
い
神
戸

片
桐
ユ
ズ
ル

（
詩
人
）

文
化
の
面
で
も
、
ま
だ
ま
だ
活
発
な

動
き
が
ほ
し
い
町
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

受
け
い
れ
る
体
制
が
、
最
近
少
し
づ
つ

造
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
う
れ

し
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
ど
こ
か
他

都
市
の
も
の
を
ま
ね
た
も
の
で
な
く
神

戸
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
感
覚

を
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
、
絶
対
に
持

つ
べ
き
だ
と
思
う
。

町
を
歩
け
ば
、
し
ゃ
れ
た
店
で
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
出
来
、
ま
た
、
お
い
し

い
食
物
、
お
酒
等
が
豊
か
な
の
も
、
こ

の
町
に
は
か
か
せ
な
い
魅
力
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
よ
さ
も
、
失

い
た
く
な
い
け
れ
ど
も
、
市
の
開
発
に

と
も
な
い
そ
の
活
発
な
動
き
が
、
文
化

の
面
に
も
新
し
い
感
覚
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
市
政
、
力
強
い
セ
ン
ス
の
よ
さ
が
、

ま
だ
ま
だ
ほ
し
く
感
じ
ら
れ
る
最
近
の

神
戸
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
系
．
で
も
’
良
い
港

と
い
え
ば
、
ま
わ
り
は
急
な
山
に
き
ま

っ
て
い
る
。
坂
が
多
く
、
土
地
が
せ
ま

く
、
人
家
が
密
集
し
て
、
人
工
的
な
感

じ
の
町
だ
。
あ
そ
こ
は
一
年
じ
ゅ
う
、

お
な
じ
よ
う
な
気
候
で
、
ヤ
シ
の
木
ゑ

た
い
な
木
が
は
え
て
い
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
内
陸
へ
旅
行
し
た
。
ユ
タ
の
ソ
ー

ル
ト
・
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
た

ら
、
み
ぞ
れ
が
ふ
り
Ｉ
そ
し
て
、
葉

っ
ぱ
の
落
ち
た
木
が
あ
っ
た
／
人
間
で

も
、
な
ん
か
弱
点
を
象
つ
け
る
と
、
あ

あ
、
や
っ
ぱ
り
き
承
も
人
間
な
ん
だ
な

あ
／
と
急
に
親
し
承
が
わ
く
よ
う
に
、

木
も
さ
む
い
と
き
は
裸
で
ふ
る
え
て
い

る
木
の
ほ
う
が
な
つ
か
し
い
。

自
分
の
町
を
じ
ま
ん
を
す
る
の
も
神

戸
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
似
て
い
る

が
、
神
戸
は
若
い
人
の
数
が
す
ぐ
な

い
。
学
生
が
す
ぐ
な
い
。
そ
れ
か
ら
マ

ス
コ
ミ
の
周
辺
に
巣
食
う
自
由
業
の
人

間
が
す
ぐ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
と

っ
ぴ
な
か
っ
こ
う
を
し
た
人
間
が
す
ぐ

な
い
１
１
バ
ラ
エ
テ
ー
が
す
ぐ
な
い

ｌ
服
装
が
画
一
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
を
神
戸
っ
子
の
趣
味
の
よ

さ
だ
と
は
お
も
え
な
い
。
む
し
ろ
ビ
ジ

ネ
ス
が
支
配
す
る
か
ら
だ
。
大
阪
や
東

京
の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
。
ヒ
ッ
ピ
ー

の
本
場
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
は
、
に

て
も
に
つ
か
な
い
。
そ
れ
に
兵
庫
県
警

は
、
へ
ん
な
ふ
う
に
コ
ワ
イ
気
が
す
る
。
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テ
ィ
な
ど
、
多
彩
な
行
事
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定
は

六
月
の
遠
距
離
ド
ラ
イ
ブ
、
七
月
末
の

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
第
四
回
タ
イ
ム
・
ト
ラ
イ
ヤ

ル
、
十
月
二
十
八
日
の
鈴
鹿
レ
ー
ス
の

関
西
ク
ラ
ブ
連
合
ジ
ュ
ニ
ァ
レ
ー
ス
第

三
戦
、
秋
に
は
ラ
リ
ー
と
、
大
き
な
行

事
が
ひ
か
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
数
は
六
十
名
、
女
性
も

三
名
入
っ
て
い
ま
す
。
以
而
は
も
つ
と

石
田
健
城

オ
ー
ト
・
コ
ン
・
ヘ
テ
ィ
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
・
フ
・

オ
ブ
・
カ
ン
サ
イ
事
務
局
長

近
代
、
ま
す
ま
す
文
化
科
学
が
発
達

し
何
事
に
お
い
て
も
無
味
乾
燥
し
た
世

の
中
で
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

薄
く
な
り
、
人
間
関
係
が
〈
レ
ン
チ
（
お

ろ
そ
か
）
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ

で
何
か
共
通
の
も
の
を
通
じ
、
人
と
人

と
の
交
わ
り
を
深
め
、
自
分
自
身
の
人

生
を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人

達
が
集
ま
り
、
車
を
通
じ
て
色
々
な
世

代
、
職
業
な
ど
異
な
っ
た
世
界
の
人
々

と
交
流
し
、
お
互
い
の
生
活
に
何
か
得

る
も
の
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
は
約
三

年
前
に
結
成
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
加
盟
ク
ラ

ブ
で
は
、
最
も
古
顔
で
す
。

さ
て
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
達
な
ら
び
に
会
員

相
互
の
友
好
と
親
睦
を
は
か
り
、
交
通

道
徳
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
・
Ｃ
・
Ｃ
。
Ｋ

八
グ
ラ
ビ
ヤ
７
頁
参
照
Ｖ

☆
あ
る
集
い
☆

永
遠
に
車
左
る
も
の

我
を
引
き
て

行
か
し
む そ

の
足
あ
と

１
８

ク
ラ
ブ
に
は
、
レ
ー
ス
部
門
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
部
門
と
の
二
つ
部
門
が
あ
り
、

レ
ー
ス
部
門
で
は
特
に
レ
ー
ス
に
関
す

る
指
導
を
行
な
い
、
毎
月
、
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
で
練
習
会
を
開
い
て
お
り
ま
す

今
年
か
ら
レ
ー
ス
出
場
者
に
得
点
を
与

え
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
者
に
は

賞
品
を
出
す
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
夏
に
は
海
水
浴
、
．
〈
－

《
ｐ
￥
》
ざ
印
・

砂
拙
堀
識

お
り
ま
し
た
が
、
女
性
の
場
合
、
色
々

個
人
的
な
事
情
で
や
め
る
人
が
多
く
、

も
っ
と
女
性
会
員
を
ふ
や
し
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
入
会
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
入
会
資
格
は
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
で
、
会
員

二
名
の
推
薦
を
必
要
と
し
、
入
会
金
三

○
○
○
円
（
但
し
女
性
は
一
五
○
○
門

）
、
会
費
は
一
カ
年
六
○
○
○
円
、
月

五
○
○
円
で
す
。

そ
の
他
、
細
か
い
規
約
が
あ
り
ま
す

が
、
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
左
記
の

事
務
所
ま
た
は
連
絡
所
へ
、
事
務
局
長

宛
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
今
年
か
ら
二
、
三
カ
月
に
一
回

の
割
で
新
聞
を
発
行
し
、
会
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
自
動
車
関
係
、
全
国
の

、
動
車
ク
ラ
ブ
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
人

た
ち
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
将

来
は
月
一
回
の
割
で
発
行
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
に
も

情
報
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。☆

事
務
所

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
セ
ノ
九

㈱
兵
庫
メ
グ
ロ
内

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
事
務
局
電
話
⑮
○
○
二
五

☆
連
絡
所

神
戸
市
生
田
区
北
長
狭
通
三
丁
目
十

㈱
菱
和
商
事
鯉
川
筋
サ
ー
ビ
ス
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
電
話
⑬
九
六
九
六

神
戸
市
葺
合
区
ｋ
筒
井
八
丁
側
一
七

純
雲
喫
茶
ロ
ー
タ
ス
電
話
⑳
六
六
○
三

（
写
真
は
摩
耶
埠
頭
で
）
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1９

世界の人々に愛される
キタムラパール

北村真珠株式会社
神戸：元町店ＴＥＬ⑬００７２
東京：スキヤ橋店ＴＥＬ< 5 7 1 > 8 0 3 2

元町店
(33)2340

申洋菓子の申

上回勺■

三宮店
(32)1227

さんちか店秀品店
（3 9 ）３４７４（2 3 ) 2 3 1 2
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＊＊

初夏です ＊

アイスクリ
ユーハイム

－ムの季節です
コンフェクトの

＊

＊

三宮センター店をご利用下さいませ。

三宮センター店/ 三宮センター街( 洋菓子･ 喫茶･ パーラー）ＴＥＬ3 3 2 4 2 1 . 4 3 1 4

北 欧の銘．菓

ユーノＬイムコンフェク卜
本社．工場及熊内店／神戸市立：美術館躯ﾄ ﾞ 嫁ＴＥＬ２２－１１６４．９８６５
ぎんちか店・生田店冥汽生田筋・元町店． - 品越前・神戸デパート
店・甲子園店・垂水店・大丸店神戸・京都・阪急 . 店神戸・大阪
三越店・梅田店・詳屋店

きものと細貨

圭んﾐ2ﾃ ﾞら港
神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３－８８３６（代）
東店/ 三宮センター街・電話３３－０６２９
三宮店/ さんちかダウン・電話３９－４３０３

東京

銀座北店/ 銀座並木通り・電話5 ７３－５２９８（代）
銀座南店/ 銀座並木通り・電話５７２－４８４７

渋谷店鰯駕葺電請462-34.,(直）
日本橋店/ 東急日本橋店・電話2 １１－０５１１（代）

（４階和装名家街）（内線２９４）
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